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と表わされる. この2つのU,Kから得られる Lagrangianを
r/-i








¢ ′十cosβ? ′- α-const.
これらの方程式の厳密解は楕円関数や双曲線関数を用いて表わすことができる｡また
t-(sinOsin9,-sinOcosp,cosO)
tx三言 意 (Asi叩 0′十AsinOco.sOcos99,-CαsinOcospl





















( ¢62十k2 ) sin20｡十 kl(cos20｡十 1))
-k2(ccos200+Asin200),
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M23-M32-cosO.(2kla'2-ck2) ,
M33-2klW2-ck2,
/
の行列Mの行列式から得られるa,2の3次方程式から求めることができる｡po,¢'OがKより大
きい時 a,2が負となる解が存在し,それに対応する微少振動が不安定になることがわかるO
このようにTl血 Rodの平衡状態の形やそのまわりでの微少振動の性質などを,オイラー角
を使って表わした運動方程式をもとに議論することができる｡
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